
定期的な診断で、効率的なシステム稼働を継続的にサポート

ダイキン モジュールチラーシステム向けダイキン モジュールチラーシステム向け

アプライドシステム診断サービスアプライドシステム診断サービス

診断・提案
従来の熱源機の劣化具合に留まらず、冷水
循環の詰り傾向や熱生産・熱搬送の診断を
実施。
機能回復や効率改善につながる整備・出力
調整などを提案します。
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最適化を
継続的に
サポート

製品整備や設備改修

熱源製品部品交換、
冷水設備洗浄・改修

熱源機出力調整

熱源機の台数割振りや
出力調整

熱搬送出力調整

コントローラー※1を用いて
流量調整

設定水温調整

リモコンの温度設定をアドバイス、
または自動制御（VWT制御）の設定

提案内容

熱源機やコントローラー※1に蓄積されたデータをもとに、稼働状況
を見える化。使用・負荷・環境状況を診断し、冷水設備の劣化具合の
お知らせやお客様のシステムに合わせた効率的な使い方の提案など、
末長くお使いいただくためのシステム稼働をサポートします。

こんなご要望のお客様にオススメ

■ 稼働状況を手軽に入手したい（産業用熱源ユーザー様）
■ 効率的な運転を行いたい（中小規模の空調ユーザー様）

システム
運用改善の実施

提案内容をもとに、劣化部分の洗浄や部品
交換などの改善作業、熱搬送出力調整など
を実施します。

見える化（レポート作成）

熱源機やポンプの熱搬送稼働データを活用し、
現在の運転状況をレポートにて見える化します。

■ 現地負荷・使用環境
■ 熱源システム稼働状況
■ 消費エネルギー・運転効率など

レポート内容

詳しい内容については裏面をご覧ください
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ストレーナ点検、清掃 熱搬送出力調整

＊レポートは開発中のものです。
　仕様は予告なく変更となる可能性があります。

使用日数［日］

稼働時間［時間］

使用エネルギー［kWh］

システム稼働効率

※2. 生産熱量
※3. 消費電力量：チラー
※4. 消費電力量：ポンプ

（S-COP）＊生産熱量/消費電力

冷房

2.6

暖房

223,500※2

5,400※4

80,300※3

2.3

182,400※2

74,500※3
5,400※4

720608 620405

サービス対象は以下のすべてに該当すること

・ヘキサゴンフォース32（FA、FB型）
・ヘキサゴンGX（※ヘキサゴンGXは2025年4月対応予定）
・ヘキサゴン専用（ボイラーや吸収式などと合流しないこと）

熱生成（熱源機）＋熱搬送（ポンプ）

内蔵ポンプ

2
次
側

診断範囲

熱源製品

冷温水配管

＊提案実施にはモジュールリモコン
　または高機能モジュールコントローラーが必要なものがあります。

＊モジュールリモコン、または高機能モジュールコントローラーでのみ可能です。

運転
時間サーモオン時間

15086 12082運転日数

サーモオン時間

運転日数評価期間

運転時間

評価
期間

※1.モジュールリモコンまたは高機能モジュールコントローラ―を指します。

別途有償 機器設置状況により異なるため、
詳しくは営業担当までお問い合わせください。

（一例）



システム運用改善の実施内容

劣化部品の点検や交換に加え、水質劣化の診断も行います。

電源電圧、目視、異音などの現地で必要な点検と共に、
ご使用状況のヒアリングを実施します。

工数のかかるストレーナ点検をデータで診断。
水質劣化傾向から、清掃時期を予測します。

＊チラシ内のグラフはイメージです。　＊現地設備や仕様によっては制御できない場合があります。高機能モジュールコントローラー追加などのご相談も承ります。

保全部品交換

期間データで不具合を未然に推測

季節ごとの気温変化やお客様の使用状況に応じて台数
制御の調整を行い、効率的な運転を実施します。

モジュール台数調整

こまめに変更することがないチラーリモコンの設定温度を年2回の
診断から、使用状況・負荷に応じてアドバイス。自動化機能を活用し、
適切な設定に調整します。

製品整備や設備改修 熱源機出力調整

設定水温調整

熱搬送出力調整

消費電力量

約19%低減

消費電力量を低減！

8月の稼働状況

ご採用事例 某老健施設様／診断～運用改善で消費電力量を削減

50％ 50％ 50％ 50％

100％ 100％

状況に応じて調整

同時発停

台数変動発停（タイミング調整含む）

S-COP：効率よく熱生産＋熱搬送できているかの指標（数字が大きいほど高効率）

（kWh）

生産熱量 消費電力量

（kWh）

生産熱量 消費電力量

・保全整備
・ストレーナ点検、清掃
・モジュール台数調整
・設定水温調整
・流量「固定値低減」

■ 機種：UWXY180FABR × 2台　■ システム：1ポンプ定流量システム

運用改善実施

7月の稼働状況

3

前月より効率が向上し、

＊平均負荷や急な負荷変動などに応じ、
　適切な制御に定期的に変更します。

12月 3月

点検・清掃

圧力低下し始め 異常停止

12月 3月2月

未然に
点検・清掃

機器停止を防ぐ

圧力低下し始め 期間データで
未然に推測

通常 新サービス

0

35,000

70,000

0

35,000

70,000
平均外気温 ： 28.8℃
サーモオン時間 ： 744Hr
S-COP ： 2.4

平均外気温 ： 29.1℃
サーモオン時間 ： 417Hr
S-COP ： 3.0

65,700kWh64,800kWh

27,000kWh
21,900kWh

熱源出力と同様、熱搬送出力を定期的に調整します。

負荷変動が大きい時などに
有効です。

定流量調整

負荷が少ない時に
大きく出力を下げます。
＊高機能モジュールコントローラーでのみ可能。

変流量調整

2次側
負荷変動

ポンプ
流量制御

オート変更（VWT制御） 適切な設定値に自動で調整

マニュアル変更 適切な設定値をアドバイス

＊VWT制御は高機能モジュール
　コントローラーでのみ可能。

〈VWT制御〉
外気温度に合わせて
送水温度を自動調整し
省エネと快適を両立

20℃ 外気温度
[℃]

35℃

送水温度
[℃]

12℃

設定温度
7℃ 快適性重視

省エネ性重視

設定固定

流
水
圧

流
水
圧

別途有償 機器設置状況により異なるため、
詳しくは営業担当までお問い合わせください。

＊モジュールリモコン、または高機能モジュール
　コントローラーで調整可能。

APMT2307-B（24.11.006）SS・本チラシの内容は2024年11月現在のものです。予告なしに変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。

ダイキン工業株式会社　サービス本部


